


























































































































































































































特 別 研 究
毎月2回発行されていたが・第8号で廃刊となった。
　オヅヘンバッ・・では，1874年12月24日以降『ノ
イエ・オッヘンバッハー。ツァイトゥンク』　Neue
Offenbacher　Zeitungが発行されていた。
　さらに絵入りの漫画新聞として，『ロイヒトクーゲ
ルン』Leuchtkugelnが『ブラウンシュヴァイガー・
フォルクスフロイント』の折込み紙として，また『ヘ
ムニッツァー・ラケーテン』Chemnitzer　Raketenヵミ
『ヘムニッツアー。フライエ・プレッセ』の折込み紙
として，週1回発行されていた。
②　ラッサール派
中央機関紙
　『ゾチアル・デモクラート」
ADAV機関紙は事実上唯一つの中央機関紙からな
っていた。『ゾチアル・デモクラート』Sociar　Demokrat
は1864年12月15日以降発行され，シュヴァイツァーの
所有であったが．1871年4月末「経営資金不足」のた
め，2700名の予約購読者をもちながら，その発行を中
止せざるをえなかった。新しい党員を獲得するため
に，1871年6月24日までの間，『ゾチアル・デモクラ
ート』に代わって，週刊紙『アジタートル』AgitatQr　．
が，シュヴァイツァーによって発行されていた。
　1871年5月24日の第10回ADAVベルリン大会の決
議に基づいて，1871年7月2日以来『デル・ノイエ・
ゾチアル・デモクラート』Der　Neue　Socialdemokrat
が，新しい中央機関紙として発刊された。この新聞
は，ハッセルマンと幾分遅れて入ったハーゼンクレー
ファーによって編集されていたが，ベルリンで週3回
発行され，ADAVの所有であった。『ノイエ・ゾチア
ル・デモクラーF』の予約購読者数は，つぎの通りで
ある。
1871年
1872年
1872年
1873年
10月
8月
12月
11月
5000
7400
9000
13028
　また，っぎの統計数字は，1873年11月における「ノ
イエ「ゾチアル・デモクラート』予約購読者の地域的
分布状態を示すものであり，5名以上の予約購読老が
いた全地区を網羅するものであるが，ADAVの拠点
地区を，鳥職させるに十分であろう。
　ベルリン3187，アルトナ・オテンゼン・ザンクト・
パウリ．2108，ハムブルク1461，ハノーバー623，フ
フンクフルト・アム・マイン309，バルメン253，キ
、ル228，オツヘンバツハ179，エツセン176，ブレ
スラウ172，　ブレーメン169，　ドルトムント145，
ハルブルク141，　エルバーフェルト127，　ヴァンツ
ベーク124，　ノイミュンスター108，　イツェホーエ
（ltzehoe）　101。
　ハーナウ86，カッセル80，ケーテン72，シュツ
ッツガルト64，ブランデンブルク・a．H．59，ジュイ
スブルク59，シュテッティン58，　ライプチヒ48，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゲーリッツ47，　ビーレフェルト46， レンツフルク
45，オスナブリュック44，カルスルーエ43，ボッケ
ンハイム42，アキム41．アルテンブルク41，マン
ハイム41，コスヴィヒ（Coswig）40，ルールオルト
40。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　ベルンブルク39，ジュッセルドルフ37，リューベ
ック37，オーリヒス34，　フレンスブルク33，　ゲル
ゼンキルヘン33，　カルベa．s．31，　ドレスデン31，
イーゼルローン31，シュレズウィッヒ30，ヴィルヘ
ルムスハーヘン30，フィンスタrヴァルデ29，ブリ
ードリヒスシュタット29，ピンネベルク29，ヘムニ
ッツ28，ケルン28，シュヴェリン28，ベルゲ・ボ
ルベック27，フランクフルト・アム・オーデル26，
オルデスロー26，ロシュトック25，ヴュステ・ギー
ルスドルフ25，ハイデ23，シェーネベルク（ベルリ
ン）23，リューネブルク21，ナウムブルク・a．S21，
ツィタウ（Zittau）21，バウツェン20，エルムスホル
ン20，ゾーラウ（Sorau）20，ベッセルブレン20。
　ヴェルメンスキルヘン19，ホルスタイン・オルデ
ソブルク18，シュレージエン・ライヘンバッハ18，
ヴェルデン18，デーリチュ17，メルドルフ16，ッ
ァイッ16，カペルン15，ミュールハイム・アン・デ
ル・ルール15，ホルスタイン・ノイシュタット15，
ハルバーシュタット14，ルードウィヒスハーヘン14，
ネヴィゲス14，プリーツ14，テーニンク（T6nning）
14，ツェレ13，クライン・フロットベヅク13，ミュ
ンヘン13，シュパイアー13，ユーテルゼン13，ア
シェルスレーベン12，ブラムシュテット12，ブラウ
ンシュヴァイク12，　デメンホルスト12，バーゲン
12，ハレ・a．S．12，ミンデン12，レムシャイト12，
マグデブル究12，テイレンブルク11，グリュックシ
ュタット11，レネプ（Lennep）11，テルトー11，デッ
ソウ10，グラウハウ10，ギューストロブ（Glistrow）
10，リヒターフェルデ10，メーレ10。
　シャルロッテンブルク9，ケ・・一ペニク（K6penick）
9，マイデリッヒ9，ゾリンゲン9，アーペンラーデ
（Apenrade）8，　アゥグズブルク8，’エケルンフェル
デ8，ホルスト8，フリードリヒハーゲン8，グライ
ッ8，マイセン8，レーデルハイム8，エルザス・シ
ュトラースブルク8，ヴァイセンフェルス8，ブカウ
7，クラウスタール7，エーゲルン7，ヘルデ，7，メ
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一ルトイアー7，　ノルトハウゼン7，　シュティーレ
7，トイヘルン7，’ヴォルヘンビューテル7，クレー
ンペ（Crempe）6，　ドイッツ（Deuty）6，フライエ
ンヴァルデ・ア．ム・オーデル6，ヘメリンゲン6，ヘ
ヒスト6，ケリンクフーゼン（Kellinghusen）6，　ミ
ュールハイム・アン・デル・ルール6，オーベル・ラ
ンゲンビーラウ6，シーベルバイン6，シュヴァイト
ニヅッ6，チョオーパゥ6，アーヘン5，ビーンドル
フ5，カーラゥ5，アインベック5，フライブルク。
i．B．5，ゲーステミュンデ5，グーベン5，ハーン5，
シュレジエン。ヒルシュベルク5，ヒュッケスヴァー・
ゲン（Htickeswagen）5，ランゲソビーラウ5，　ミッ
トヴァイダ5，ノイローデ5，オーベルハゥゼン5，
ラシュタット5，ロスラウ5，ゼ7ゼン5，ヴリーッ
ェン（Wrietzen）5，チュリハゥ5。
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